








ているが、これは大漁貧乏によってマツイカの国際相場が急
落してアルゼンチンの漁船が出漁を見合わせたためである。
1992 年～ 2006 年の 15 年間の秋冬生まれ群の加入尾数及
び加入量の平均はそれぞれ 15.6 億尾及び 36.7 万トンであ
り、2007 年の加入量推定値（26.1 億尾、63.9 万トン）は
16 年間の平均値を大きく上回った。上記系群のマツイカの
再生産関係も、2008 年には獲り残した産卵親イカ量（前年）
もその子の加入尾数も右上の高い水準にあった（図 6）（酒
井 2008）。

このように、本資源は 2005 年以降に順調に回復を示し、
2008 年まで高水準の状態が続いた。

アルゼンチン政府が公表しているアルゼンチン EEZ 内の
月別の漁獲量の変遷をみると（図 9）、2009 ～ 2012 年に
かけての低い水準から、2013 年以降にかけて増加傾向が示
され、2014 年、2015 年に大豊漁となった。しかし、2016
年には来遊資源が減少しているものの、アルゼンチン EEZ
内の漁獲量は集計が終わっている 2017 年 10 月までの月別
漁獲量は回復傾向を示している。操業データに基づく CPUE
など近年の資源水準を示すデータは公表されていない。しか
し総漁獲量がおよその資源水準を表すと考えると、2000 年
以降、わずか数年間で年間漁獲量が 20 万トンから 100 万
トンまで変化し、近年の資源変動が極めて激しく不安定に
なっていることを示し（図 5）、推測される 2016 年の総漁
獲量の激減から回復傾向にある、現在の資源状態は低位と判
断される。

管理方策
本資源の大部分はアルゼンチン EEZ 及び英領フォークラ

ンド FICZ 内に分布し、両政府による資源管理が実施されて
いる。前述したように、本種には 3 ないし 4 の季節発生群
があるが、管理上は便宜的に南緯 44 度線で区切って南方資
源と北方資源とに分けてそれぞれ異なる管理方策をとってい
る（図 10）。

北方資源（北ブエノス系群及び春季産卵群）は、実質アル
ゼンチンのみが管轄し、固定した漁期（5 月 1 日～ 8 月 31
日まで）と入漁隻数を制限する努力量管理方策を実施してい
る。一方、資源規模の大きい秋冬生まれ群（南パタゴニア系
群）を主体とする南方資源は、英ア二国間の南大西洋漁業委

員会（SAFC：South Atlantic Fisheries Commission）に基づき、
両国が共同で管理（入漁隻数制限、解禁日 2 月 1 日、再生
産管理）している。本種は単年性（年魚）であり、世代が重
複することがないため、ある年の資源はすべて前年の産卵親
イカから生まれてきた子である。このため、いわゆる親子関
係（再生産関係）が想定されるが、実際にはある漁期に獲り
残された親魚量と翌年の加入量との間の再生産関係は希薄で
ある（Csirke 1987）。

しかし、管理の面ではある程度においては再生産関係が成
立すると仮定し、「来漁期の資源にまわすための親魚を一定
量確保する施策」が採用されている。これを相対逃避率に
よる再生産管理と呼ぶ。南方資源は、この逃避率が一定の
40%（経験値）となるように目標値を設けている。目標値に
達すると終漁措置をとる等、南方資源ではリアルタイムで漁
業をコントロールする管理施策がとられている。

南方資源の主体である秋冬生まれ群については、英ア両国
で相対逃避率による資源管理を実施してきた。しかし、毎年
必ずしも逃避率 40% が実現されてきたわけではない。1994
年から 1997 年にかけて相対逃避率は 40% を大きく割り込
み（図 11）、特に 1996 年ではわずか 11% であった。この
時の相対逃避率より得られる絶対逃避量（獲り残した産卵親

図 8. 若齢マツイカの分布と量
左図：2005 年の開洋丸調査、右図：1989 年の旧開洋丸調査

図 9. アルゼンチンの月別漁獲量の変遷（2017 年 10 月までの暫定
値、SSPyA 2017）

図 10. 本種の季節発生群（系群）と南緯 44 度を境とした資源分割管理
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イカ量）はわずか 2.6 万トンに過ぎなかった。
このような秋冬生まれ群の絶対逃避量の減少を避けるため、

SAFC は 2001 年に相対逃避率による制限に加え、最低限の
親イカ量の確保するための絶対的な逃避量として 4 万トン
を勧告した。なお英国では、SAFC が設立される以前（1987
～ 1991 年）の漁業データから得られる逃避親魚いか量と翌
年の加入量との再生産関係から、最低限残すべき産卵親イカ
量（SSBmin）を 3.2 万～ 6.4 万トンと試算している（Basson 
et al . 1996）。しかし、SAFC はアルゼンチン政府が参加を取
りやめた 2005 年以降、機能が停止している（Arkhipkin et 
al . 2015）。

アルゼンチンのみで管理する北方資源及び同国と英国とが
共同管理する南方資源は、ともに漁期を制限する努力量管理
方式である。外国漁船の入漁許可隻数等の決定には政治的要
素も含まれるが、基本的には 1 隻のいか釣り漁船が漁獲で
きる能力は一定と考え、前年の資源量水準から推察して当該
漁期の入漁隻数が決められている。
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アルゼンチンマツイカ（南西大西洋）の資源の現況 （要約表）

資 源 水 準 低位（2017 年漁期推定）

資 源 動 向 不安定

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間、FAO）

20.5 万～ 101.1 万トン
最近（2015）年：101.1 万トン
平均：58.9 万トン（2011 ～ 2015 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

0 トン
※ 2007 年以降操業無し

管 理 目 標

逃避率一定となる再生産管理：相
対逃避率 40%（ただし、資源水準
が低い近年の場合は、絶対逃避量
4 万トンを適用）

資 源 評 価 の 方 法 不　明

資 源 の 状 態 不　明

管 理 措 置

アルゼンチン EEZ 及び英領フォー
クランド FICZ が管理対象（公海は
除く）

【南方資源（FICZ を含む）】入漁隻
数制限、解禁日（2 月 1 日）及び終
漁期（逃避率管理によってアルゼン
チン EEZ 内及び英領フォークランド
FICZ 内それぞれリアルタイムに決
定）

【北方資源】入漁隻数制限及び漁期
制限（5 月 1 日～ 8 月 31 日）

管理機関・関係機関

【資源管理】南大西洋漁業委員会
（SAFC）
【資源評価】アルゼンチン政府及

び英国政府がそれぞれの自国管理
水域内で実施

最新の資源評価年 −

次回の資源評価年 −
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